
平成３０年　　月　　日

変則型登記の事件処理事例（回報書）
所 属 会　　　　　　　　　
登録番号　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　
１　土地家屋調査士業務処理中に遭遇した変則型登記の類型を選んでください。
　　　□記名共有地
　　　□字持地
　　　□氏名のみの土地
　　　□表題部所有者欄が空欄の土地

　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　変則型登記の所在地番を記載ください。（例：東京都千代田区霞が関一丁目２６９１番）
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　依頼された業務の内容を記載ください。
　　　□当該地の分筆、地積更正、境界確認など
□隣接地の分筆、地積更正、境界確認など
　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４　変則型登記の処理方法とその処理に要した期間をお答えください。（複数あるときは複数回答してください。）
　　　□表題部所有者更正登記により処理
　　　□所有権保存登記により処理
　　　□管理者、代表者などとの境界確認により処理
　　　□残地分筆により処理
　　　□筆界特定により処理
　　　□不在者財産管理人選任の申立てにより処理
　　　□未処理、業務進行中
　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　処理に要した期間（　　　年　　　か月）

５　所有者や管理者などをどのようにして探索したかお教えください。該当項目にチェックして、具体的な内容を記載してください。特にその地域特有の資料等（例「○○水利組合が発行する証明書」など）がある場合には記載をお願いします。（複数あるときは複数回答してください。）
　　　□隣接地主、隣地居住者、近隣住民等からの聴取

　　　□官公庁等からの聴取
　　　□その他団体からの聴取（森林組合、地縁団体、寺社、　　　　　　　　　　　　　）
　　　□現地調査（墓石調査、表札、土地の利用状況、　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　□法務局以外に保管されている資料
	資料の内容とその保管先を記載ください。
（例：○○水利組合で保管されている△△台帳）
・
・
・
・
・
・


　
６　表題部所有者更正登記を申請した場合、その申請に添付した情報を記載してください。また、表題部所有者更正登記を申請しなかった場合、今後、表題部所有者更正登記を申請する場合に添付が必要と思われる情報を記載してください。
	添付情報とその取得先を記載してください。
・
・
・
・
・
・
・


　　　

ありがとうございました。
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